
　　　　

2026 年 3 月 25 日

平日
10時-
19時

学校
休業日

8時-
17時

あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 小さく弱い立場にある、一人ひとりのいのちを尊び、自分らしく地域の中でその使命を果たしながら、一生暮らし続けられる支援を目指す

事業所名 児童デイniko(社会福祉法人オンリーワン) 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

・調理や造形でさまざまな食材や材料に触れ、感触・色・形・重さを味わう
・ボール遊びや、ジャンプ、スキンシップ遊びを通し距離感に触れる
・目標をスモールステップとし、工程の最後から取り組む。成功体験により、自発的・能動的となり小さな習慣化を目指し積み重ねる

・楽しい、嬉しいと感じる関りを大切にし、一緒に遊びたい・やってもらいたい・伝えたい・話したいなどのコミュニケーション意欲を高めていく
・子どもたちが発信するサインをキャッチし反応、他の方法がある場合はジェスチャー・仕草・言い換えを提案し獲得経験を増やす

・お友達やスタッフとの遊びの中や外出活動で起きる出来事の中から、距離感や力加減、ルール、マナーを学ぶ
・「ありがとう」「やさしいね」「すごくいいね」などの声掛けが飛び交う環境づくりをし、間接的に相手を思いやることや挨拶を知る
・様々な経験を通し、クールダウンする方法や回避する方法、気持ちに折り合いをつける方法などを共に考える

支援方針
・楽しく安心できる場所づくり。遊び育てを軸に小さなできたを毎日積み重ね、本人の力や意欲・興味関心を引き出していく
・利用者・スタッフ共に楽しみ、褒めあい、認め合い、様々な経験や体験の中から自信や喜びとともに成長を育んでいく

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・調理・おやつ作り・外出・外食・お買い物

家族支援

・ご家族からの相談や悩みに対しての助言
・ご家族の休息や、ご兄妹と親御さんとのお時間の確保
・ご家族のリフレッシュ

移行支援

・学校や進路先への情報共有

地域支援・地域連携

・法人でおまつりを実施し楽しい時間の提供と交流
・地域イベントや公共施設(公園・飲食店・アミューズメント施設)を利用する
外出企画

職員の質の向上

・発達センターで行われる研修への定期的な参加　・ケース検討会
・一部職員しか参加ができない場合は会議にてアウトプット研修の実施
・法人職員全員参加の虐待防止研修や嘔吐物処理研修の実施

支　援　内　容

・健康状態の把握　・排泄自立を目標にしたトイレトレーニングの提案
・卒業式後も休日開催をするなど生活リズムの安定
・調理活動を行い食事面へのアプローチ

・遊びや活動を通して、様々な感覚に刺激を与える
・スキンシップ遊びでは粗大運動を中心に身体の土台作りを意識

本
人
支
援


